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対象畜種

豚

協議会構成員

（有）ポークランド、（有）十和田湖高原ファーム、（有）
ファームランド、パルシステム事業連合会、（株）パル
ミート、かづの農業協同組合、新いわて農業協同組合、
全農秋田県本部、全農岩手県本部、北日本くみあい飼料
（株）、（株）全農ミートフーズ

供試品種

ふくひびき　　　8.2ha（秋田県鹿角市）
たかねみのり　　5.8ha（岩手県九戸郡軽米町）

取組の概要

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆収穫物はフレコンバックにてＪＡ倉庫全量集荷
◆ＪＡ倉庫から粉砕工場までの移送は、飼料会社の手配
により確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料の穀類に10％配合。（トウモロコシ
代替えで利用）肥育豚に対して生後約100
日齢から出荷まで給与。

調査項目：生育調査（増体重、飼料摂取量、枝肉調査）

飼料用米生産面積

14.0ha

取組内容

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

1．県内
・量販店での販売活動
・産直販売
・飼料用米栽培学習会の開始　　　

2．首都圏等
・産地を紹介するビデオの作成
・学習会の開催

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■コンタミネーションを防ぐため、フレコンバック使用に
よる労力の軽減に繋がったが、現在のＪＡの倉庫はそれ
に対応した形態になっていないために、保管スペース確
保に苦慮した。
■流通に関しては、地元（秋田県鹿角）の倉庫から飼料工
場（青森県八戸市）で加工し、また養豚農場（秋田県鹿
角）にて利用するため、運賃ロスが発生している。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■一般豚（飼料米無添加飼料）と比べても、生育状況に特
別な差は見られなかったため、飼料原料としては、トウ
モロコシ代替で利用できると考える。
■食味試験を実施したところ、参加者からは、飼料用米給
与豚がおいしいとの意見が出された。
■脂肪色がやや白くなった。
■消費者から、「おいしい」・「肉に臭みがない」などの
評価を得られた。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■ＤＶＤビデオを制作し消費者に啓蒙活動を行った結果、
国産自給率向上から繋がる飼料用米の取り組みについ
て、理解を得られた。学習会等でわかりやすく啓蒙･情報
波及させていくツールとしての利用価値は高いと考える。
■試食、量販店での活動について、全般として、取り組み
自体に対する反応は良好で、飼料用米給餌豚に対するイ
メージ・食味についても評価が高かった。
■飼料用米栽培学習会を開催し、飼料用米の取り組みによ
る耕畜連携の重要性（国産自給率向上等）を稲作農家へ
繋げることができた。
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